




○鹿野清次郎の生誕は 1865（慶應元）年 3 月で，再
来年の 2015（平成 27）年には生誕 150 年となる。
○専修大学商学部の創設（経済学部からの分離独立）







































代表される（上巻は大正 4 年（1915）年 1 月，下






書物の体系は Pixley, Francis W., Accountancy, 
1908 を手本にしているとみてよい。
ピクスレーは会計の領域を，①設定部門（con-























































1. 専修大学編集『専修大学百年史 下巻』（昭和 56 年）







商科を設置したが，その商科は同 44 年 7 月かぎ
り廃止したことはすでに説いた。
以来専修学校は，大学部・専門部とも，経済科
















大正 6 年 9 月から授業が開始されたかどうか，ま
だはっきりしない。一方，本学理財評論社発行の
『理財評論』について見ると，同年 9 月 1 日発行







しかし，大正 6 年 9 月 1 日の段階でもなお「目下
認可申請中」である。ついで翌 10 月 1 日発行の
『理財評論』にも，これと全く同様な募集広告が
でている。ところが，翌 11 月 1 日発行の『理財
















　　　　　　　　　　　　私立　専 修 大 学
　　　（学則申込次第送附）








学させ，修業年限は三ヵ年とし，大正 9 年 7 月，





























































あった。上巻は大正 4 年 1 月刊，大正 9 年 2 月七
版をかさね，下巻は大正 6 年 10 月刊，大正 8 年

























明治 26 年 7 月 東京高等商業学校全科卒業
仝 39 年 12 月 文部省ヨリ英国及米国両国ヘ
商業学研究ノ為留学ヲ命セラ
ル







明治 36 年 2 月 任 東京高等商業学校教授





明治 41 年 4 月 講師委嘱　昭和 4 年 3 月 31
日ニ至ル




仝年 5 月 28 日 本学教授ヲ委嘱候事
昭和 5 年 4 月 12 日　本学年 計理学，監査，帳
簿及計算設定，原価計算，演
習 担任




















































































































































































年 11 月 1 日～30 日）
（11 月 10 日（第 10 回）の初めの部分を抜粋。下線
―安藤）
思ったほどの収穫もなく，悄然として外遊（大












1．番場嘉一郎稿「一橋会計学の系譜」（昭和 57 年 9
月収録）一橋大学学園史編纂委員会『一橋の学風と















































2． 中村 忠 稿「一橋会計学を担った人たち」『一橋論















に代表される（上巻は大正 4 年 1 月，下巻は同 6
年 10 月に公刊された）。この書物の体系は Fran-








えば George E. Bennett, Business Accounting, vol. 












































しているが，これは前述の通り，同年 5 月 6 日，












一 貿易科　第一年 毎週時間 四時以内　
第二年 毎週時間 四時以内（以下各科に
つき同じ）／二 銀行科／三 取引所科／


























































士族／……　 （pp. 441～444 下線―安藤）
2．『一橋大学学制史資料 第 12 集 補遺別冊（明治 19
年～昭和 25 年 授業科目・担当者一覧） 』一橋大学
学園史刊行委員会，平成 3 年 3 月
授業科目「計理（学）」等と各年次の担当者につい
て抜粋（安藤）
東京高等商業学校　専攻部　明治 42 年～大正 4
年
「計理学」 明治 42 年～大正 3 年 鹿野清次郎
（「大正 4 年については，この年学年開始期が 9
106
月より 4 月に変更となったため，大正 4 年 9 月
から 5 年 3 月に至る半年間の『一覧』は作成さ
れなかったものと推定される。」との備考あ
り。）
東京高等商業学校　本科　大正 5 年～8 年
「計理学」 大正 5 年～6 年 鹿野清次郎・高瀬荘
太郎／7 年～8 年 鹿野
東京高等商業学校　専攻部　大正 5 年～8 年
「計理学」 大正 5 年～6 年 鹿野清次郎・高瀬荘
太郎／7 年～8 年 鹿野
（この科目について，「担当者，本科との区別不
明」との備考あり。）
東京商科大学　学部　大正 9 年～昭和 8 年　必修
科目
「計理」 大正 9 年～昭和 2 年 下野直太郎／3 年 
下野・高瀬荘太郎／4 年 高瀬・太田哲三／5 年
～8 年 高瀬・太田・吉田良三
東京商科大学　学部　大正 9 年～昭和 8 年　選択
科目
「計理特殊問題」 昭和 6 年～8 年 吉田良三・高
瀬荘太郎・太田哲三
東京商科大学　学部　昭和 9 年～20 年　必修科
目
「計理」 昭和 9 年～12 年 吉田良三・高瀬荘太
郎・太田哲三／13 年～16 年 高瀬・太田／17
年 〔会計学〕太田／18 年 太田・岩田巖／東京
産業大学 18 年～20 年 太田哲三・岩田巖
東京商科大学　学部　昭和 9 年～20 年　第二種
選択科目
「計理特殊問題」 昭和 9 年 高瀬荘太郎／10 年 
吉田良三／11 年 太田哲三／12 年～14 年 武井
大助（官庁会計）／15 年 太田／16 年 松本雅
男／17 年～18 年 〔経営分析及比較〕松本
「計理特殊問題（ゼミ）」 昭和 16 年 岩田巖・松









「会計学」 昭和 21 年～22 年 太田哲三・岩田巖
／23 年～25 年 岩田
Ⅵ．鹿野清次郎著『計理学提要 上・下』大倉書



























































































































































































































































Accounting は簿記 Bookkeeping を除外せる Ac-
counting なり，会計学は Accounting にも Book-





























































































































1930 年 10 月



















































































































































































くなった年（1941（昭和 16）年 3 月）の翌年に当
る。これは偶然ではないような気がする。
② 専修大学において，「計理科」は 1943（昭和 18）
年まで存在したが，「計理学」科目の存続は，東京商
大と同じく 1941（昭和 16）年までであると見られる。
○専修大学編集『専修大学百年史 下巻』（昭和 56 年）


































鹿野は昭和 6 年 3 月 31 日に専修大学教授を辞任し
（本稿Ⅱ－ 2），郷里の山形に帰っている（本稿Ⅱ－ 1
（3））。鹿野が主宰し，自ら毎号のように論文を執筆し
た『計理学研究』誌も平成 5 年 10 月発行の第 35 号ま
でで，同号で予告した第 36 号（平成 6 年 2 月予定）
の発行はなかった（本稿Ⅶ－ 7）。これらからして，
















鹿野は，この論文掲載から 10 年後の昭和 16 年 3 月
20 日，76 歳で亡くなった。誕生日（慶應元年 3 月 10
日）を過ぎて 10 日目であった。
